
 

１．ロボット

 

 

・ 技術

・ 医療

 

 

 

・ 各メー

・ 利用

・ 地域

 

 

 

・ ロボ

・ ロボ

・ シス

 

 

 

・ ビジ

・ 研究

・ サー

 

 

 

・ 医療

・ 人と

・ 利用

 

 

 

・ ロボ

・ ロボッ

・ 開発

・ 中小

課題１
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課題６

トの取組を進

術者主導で開

療・介護現場の
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ットを使いこ

ット開発技術
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ービスロボット
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ットのサービ

ットの利用経

発当初は製造

小企業にとって

１： 利用者

２： ロボット

３： 高度技

４： 新たなロ

５： 開発品

６： 利用者

ロボット産

進めるに当た

開発が進めら
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差異化への寄
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ロボットに対す

の機能安全評

品をブラッシュ

客観的に示さ
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るロボットの理
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２．ロボット

 

 

・ コミュ

・ プロ

デザ

・ 自治

・ ロボ

 

 

 

・ 製造

・ 企業

・ 中小

 

 

 

・ 開発

・ 実証

・ ロボ

・ 開発

・ 規制

 

 

 

・ ロボ

・ 導入

 

 

 

・ 各種

・ ロボ

③ 開発

④ 利用

⑤ イベ

① 開発

② 開発

ト産業拠点の
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ダクトデザイ

ザインコンペテ

治体が、各事
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造現場におい

業が世界に通

小企業が担当
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